
借用証 
 

__________________________[​借り主の氏名​]、__________________________ [​借り主の住所​]
（「借主」）は、______________________ [​貸し主の氏名​] 、_________________ [​貸し主の住所​]
（「貸主」）から______________________ [​金額を大文字で記入​] (______ [​金額を数字で記入​]) 
（「金額」）、上記の金額を以下の約定の通り借り受けました。利息は年利​_____​%（「利

息」）とします。 
 
1. ​支払方法​ (下記から選択): 
 

☐ 借り主は、 _____ 回払いで、__________(______________) の分割払いで、 __________
（毎年・毎月）、_______________ から _______________までの期間に金額を返済する。 

 
☐ 借り主は、_______________________までに一括払いで金額を返済する。 

 
 
2. ​返済期間​: 金額は __________________ から _______________までに貸し出されるものとする。 
 
3. ​保証​ (下記から選択): 
 

☐ 上記の金額は、無担保で貸し出されるものとする。 
 

☐ 上記の金額は、本借用証の第6項に従って、借主の_______________________________
（「担保」）によって保証され、返済期間までに借主が金額を返済しない場合、貸主に担保の

所有および所有権を譲渡する。借主は、返済期間まで、貸主の同意なしに担保を売却または譲

渡することはできません。借主がこの規定に違反した場合、貸主は、法律で禁止されている場

合を除き、まだ返済されていない金額の即時支払いを要求することができます。貸主は、追加

の負債または義務を負うことなく、金額の支払いとして担保を受領する選択肢を有するものと

します。担保の時価がを超えない場合、借主は、法で許容される最大利率で利子を計上しなが

ら、未払い分に対して引き続き責任を負うものとします。 
 
4. ​前払い​: 借主は、返済期間の終了前に、利子を付けて、違約金なしで、金額を返済することが

できるものとします。. 
 
5. ​金額の支払い​: 金額の支払いは、遅延金の支払い、利息の支払い、元本の支払いの順番で行わ

れるものとする。 
  
6. ​返済遅延​: 借主が支払いを_____日以上遅延する場合、貸主は未払いの元本および未払利息の

全額を借主に要求することができるものとします。 
 
7. ​弁護士の費用​: 貸主が金額を回収するために訴訟を起こした場合、借主は貸主のための弁護士

費用を合理的な範囲内で負担するものとします。 
 



8. ​準拠法​: 本借用書は、____________________の法律に準拠するものとします。 
 
9. ​修正​: 本借用書に記載されている内容の修正は、すべての当事者間で書面でのみ行われるもの

とします。 
 
10. ​通知​: 通知は、（a）直接、（b）証明郵便、（c）ファクシミリ、（d） 領収書を発行する配

達便にって配達された書面で、下記の当事者に対して行われるものとします。 
 

 

署名 
 
 
 

借主の署名 借主の氏名 
 
 
 
 
 
 
 

貸主の署名 貸主の氏名 

 


